
成果取組内容

地震後のマンションの生活継続力（LCP）評価Webシステム開発と改善対策の提案

一般社団法人 新都市ハウジング協会

課題

・熊本・東日本大震災での被災マンショ
ン視察・ヒアリング調査を行い、生活
継続に関わる12のリスク要因を検証

・生活継続力評価Webシステムを開発
各マンションのデータを入力すると、
評価結果の得点と規模（100戸以下・
101戸以上）ごとの偏差値がレーダー
チャートで表示され､弱点が見える化

・協会で収集した86件のデータに基づ
き、多くのマンションで共通する生活
継続の課題と対策を整理
・熊本3件、仙台3件、首都圏・中部地
方14件の計20件のマンションに生活
継続力評価を適用し、評価結果に基
づいて、それぞれの改善対策を提案

・一部の事例で、対策実施（改修）によ
る改善効果を試算

生活継続力評価結果の例

・大地震が発生すると都市のマンションでは在宅避難が必要になるが、個々のマンションにおいて、在宅避難に必要な対策・備えができているかどうかを
チェックする方法がない。マンション生活継続力（LCP)評価手法を用いて、マンションの施設・設備の防災対策（ハード面）や運営計画・組織（ソフト）の面
での防災力を向上させる必要がある

生活継続力評価の適用例

生活継続力評価Webシステムのフロー

・J１：共通の生活継続改善
対策

・J２：生活継続力評価シート
・J３：評価Webシステム

https://anuht-lcp.com

水平展開
可能な資料

多くのマンションで共通する生活継続の課題と対策

（参考：評価結果に基づく対策提案の例）

改修工事による改善効果の試算

（例）

注）提案は、Webシステムで自動表示されません。


